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第
４
回
蓑
原
ロ
ー
リ
ン
グ
療
法
協
会
学
術
大
会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

日
付
：
平
成
２５
年
１２
月
８
日 

場
所
：
明
治
記
念
館 

 

 
    

各
先
生
方
の
研
究
発
表
を
簡
易
的
で
す
が
、
ご
報
告
し
ま
す
。 

 

川西ローリング健康センター 

蓑原 佑斗 先生 

疲労度の解析とローリング療法による 

自律神経機能改善の客観的評価 

 

吹田ローリング健康センター 

下山 典夫 先生 

高校サッカー競技における 

トレーナー活動報告 

 

天王寺ローリング健康センター 

蜷川 麻子 先生 

施術と運動指導 

 

整骨院のなか五行． 

野中 康明 先生 

ローリング療法の整骨院 

 

はたけやま鍼灸整骨院 

畠山 義啓 先生 

八網弁証 

～虚実に対するローリング療法～  

千種ローリング健康センター 

丹野 泰男 先生 

ストレートネックへの対策と 

       ローリング療法 

ＲＯＬＬＩＮＧ 
2５tｈ  anniversary 

 

立
正
大
学
淞
南
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
ト
レ
ー
ナ
ー
活
動
報
告
。 

大
会
終
了
ま
で
の
１０
日
間
の
活
動
に
つ
い
て
、
状
況
に
応
じ
た
施
術
内
容
、
注
意

点
な
ど
を
具
体
的
に
発
表
。
サ
ッ
カ
ー
競
技
の
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
治
療
の
際

意
識
し
て
い
る
点
。【
腹
部
の
硬
さ
】
腹
部
（
内
臓
）
の
硬
さ
や
働
き
の
悪
さ
が
ス

タ
ミ
ナ
低
下
や
回
復
力
の
遅
さ
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。【
背
部
・
股
関
節
の
柔
軟

性
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
競
技
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
下
半
身
に
目
が
い
き
が
ち
だ
が
肩
甲

骨
・
股
関
節
の
柔
軟
性
が
プ
レ
ー
の
幅
を
広
げ
る
と
考
え
る
。
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場

に
お
い
て
ロ
ー
リ
ン
グ
療
法
の
長
所
で
あ
る
【
即
効
性
】
・【
疲
労
回
復
】
・【
筋
肉

の
弛
緩
】
な
ど
を
最
大
に
生
か
し
、《
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
向
上
》
や
《
ベ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
》
を
引
き
出
す
き
っ
か
け
な
れ
る
様
に
努
め
て
い
る
。 

 

結
論
か
ら
、
ご
報
告
。「
ロ
ー
リ
ン
グ
療
法
は
「
疲
労
解
消
」
に
効
く
」 

人
間
関
係,

仕
事,

睡
眠
不
足
等
で
発
生
す
る
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
疲
労
は
蓄
積
さ
れ

て
い
く
。
６
カ
月
以
上
の
疲
労
を
訴
え
る
人
（
４８００
万
人
）
文
部
科
学
省
疲
労
研
究

班
の
調
査
（
2004
年
）
よ
り
。
自
律
神
経
機
能
を
解
析
し
、「
疲
労
度
」
を
測
定
。

ロ
ー
リ
ン
グ
治
療
に
よ
る
疲
労
の
改
善
デ
ー
タ
。
プ
ロ
ア
ス
リ
ー
ト(

19
才
）To

ta
l 

P
o
w

e
r

値
の
変
化 

元
々T

o
ta

l P
o
w

e
r

値
500
台
だ
っ
た
の
が
、 

2013
年
9
月
25
日
～
11
月
6
日
ま
で
の
ロ
ー
リ
ン
グ
でT

o
ta

l P
o
w

e
r

値
5000
を
超

え
る
値
へ
変
化
。
自
律
神
経
機
能
を
高
め
る
の
に
効
果
の
高
い
ロ
ー
リ
ン
グ
法
。

そ
れ
は
、
指
間
ロ
ー
リ
ン
グ
（
特
に
足
指
）。
ま
と
め 

交
感
神
経
の
過
度
な
興
奮

を
抑
制
さ
せ
る
。
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
す
る
。
自
律
神
経
機
能
を
高
め

る
。
ロ
ー
リ
ン
グ
療
法
は
疲
労
解
消
に
効
果
的
で
あ
る
。 

左
延
髄
梗
塞
後
遺
症
（
ワ
レ
ン
ベ
ル
ク
症
候
群
）
の
臨
床
報
告
。 

治
療
に
於
い
て
は
、「
ロ
ー
リ
ン
グ
療
法
１２
箇
条
」
基
本
の
重
要
性
を
説
く
。 

ロ
ー
リ
ン
グ
と
運
動
は
相
乗
効
果
で
患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
が
期
待
で
き

る
。
運
動
を
通
じ
て
感
じ
た
不
安
材
料
は
、
次
回
ロ
ー
リ
ン
グ
施
術
時
に
改
善
す

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
施
術
者
が
気
付
か
な
か
っ
た
不
調
の
サ
イ
ン
も
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
矯
正
体
操
１ 

引
っ
張
り
体
操 

矯
正
体
操
２ 

腰
ひ
ね
り

体
操
の
紹
介
。 

（
運
動
指
導
の
注
意
点
に
つ
い
て
） 

●
無
理
を
し
な
い
。
●
継
続
さ
せ
る
（
継
続
で
き
る
よ
う
な
内
容
を
提
示
） 

 

・
見
本
を
み
せ
て
正
し
い
動
き
を
伝
え
る
。・
実
際
に
や
っ
て
も
ら
っ
て
運
動
効

果
を
体
感
し
て
も
ら
う
。・
運
動
強
度
を
き
め
て
目
標
を
も
っ
て
も
ら
う
。 

    

整
骨
院
の
な
か
五
行
．
の
概
要
説
明
。
治
療
業
界
現
状
（
養
成
学
校
乱
立
と
ク
オ

リ
テ
ィ
の
低
下
）
と
整
骨
院
業
展
望
に
つ
い
て
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
説
明
。 

「
教
育
は
共
育
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
「
標
準
化
＋
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」
の
人
財
育
成

を
実
施
し
て
い
る
。
実
技
評
価
表
・
説
明
評
価
表
・
成
長
の
記
録
・
挨
拶
チ
ェ
ッ

ク
表
な
ど
で
標
準
化
を
計
り
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
報
告
連
絡
相
談
を
中
心
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
し
て
い
る
。 

「
や
っ
て
見
せ 

言
っ
て
聞
か
せ
て 

や
ら
せ
て
み
て 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

褒
め
て
や
ら
ね
ば 

人
は
動
か
じ
」
山
本
五
十
六 

院
の
理
念
を
、
知
る
→
言
え
る
→
書
け
る
→
理
解
→
教
え
ら
れ
る
レ
ベ
ル
ま
で
高

め
て
い
く
。
目
的
「
幸
福
の
種
蒔
き
」
を
明
確
に
し
、
よ
き
仲
間
に
囲
ま
れ
た 

最
幸
の
チ
ー
ム
を
目
指
し
て
、
日
々
の
業
に
皆
で
取
り
組
ん
で
い
る
。 

   

十
二
経
脈
の
流
注
順
序 

肺
→
大
腸
→
胃
→
脾
→
心
→
小
腸
→
膀
胱
→
腎
→
心
包
→
三
焦
→
胆
→
肝
こ
の
流
れ
で
気
が

１
日
５０
周
す
る
。
弁
証
と
は
、
望
診
（
視
覚
に
よ
り
全
身
及
び
局
所
の
状
態
を
観
察
）
聞
診

（
聴
覚
と
嗅
覚
に
よ
り
患
者
の
声
や
分
泌
物
な
ど
の
匂
い
の
異
常
を
み
る
）
問
診
（
発
生
や

進
行
、
関
連
の
あ
る
症
状
を
聞
く
）
切
診
・
脈
診
（
腹
部
、
手
、
足
、
そ
の
他
の
部
位
を
触

診
）
弁
証
に
よ
り
、
総
合
分
析
し
、
診
断
結
果
を
出
し
、
十
二
経
脈
の
流
注
の
ど
こ
に
、
虚

実
が
あ
る
か
を
判
断
す
る
。（
ロ
ー
リ
ン
グ
の
ド
ー
ゼ
） 

虚
→
表
層 

実
→
深
層
ま
で
は
い

か
な
い
が
、
強
刺
激 

（
筋
肉
の
質
の
違
い
） 

実
→
筋
肉
に
十
分
な
栄
養
な
ど
が
い
き
わ

た
っ
て
い
る
が
、
う
っ
血
に
よ
り
代
謝
産
物
が
蓄
積
し
、
筋
肉
が
硬
く
な
っ
て
い
る
。
虚
→

筋
肉
に
栄
養
な
ど
が
回
ら
な
い
為
に
、
筋
組
織
そ
の
も
の
が
栄
養
失
調
と
な
り
硬
く
な
っ
て

い
る
。 

ス
ト
レ
ー
ト
ネ
ッ
ク
と
は
、
頸
椎
の
生
理
的
前
弯
角
度
３０°
以
下
の
首
の
状
態
を
示
す
。
ス
ト

レ
ー
ト
ネ
ッ
ク
に
よ
る
症
状
（
上
が
向
き
に
く
い
、
頭
痛
、
眼
精
疲
労
、
耳
鳴
り
、
首
痛
、

肩
こ
り
、
め
ま
い
、
顎
関
節
症
状
、
上
肢
の
し
び
れ
、
吐
き
気
、
繰
り
返
す
寝
違
え
等
。
原

因
（
各
筋
肉
の
硬
結
、
縮
み
、
骨
盤
の
過
度
な
前
弯
後
弯
、
日
常
姿
勢
（
パ
ソ
コ
ン
、
事
務

作
業
、
子
供
を
抱
く
）
赤
ち
ゃ
ん
の
頃
、
早
期
に
歩
行
器
を
利
用
し
、「
は
い
は
い
」
を
あ
ま

り
し
な
か
っ
た
等
。
ス
ト
レ
ー
ト
ネ
ッ
ク
患
者
さ
ん
治
療
時
の
共
通
点
・
・
・
大
腿
後
側
が

異
常
に
硬
い
、
小
胸
筋
及
び
大
胸
筋
に
う
っ
血
、
擽
感
が
多
い
、
三
角
筋
に
筋
肉
の
緊
張
が

強
い
、
肩
甲
骨
、
内
縁
、
外
縁
、
い
ず
れ
か
に
大
き
な
硬
結
、
骨
盤
及
び
足
関
節
に
ズ
レ
が

あ
る
。
大
胸
筋
、
小
胸
筋
へ
の
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
や
大
腿
後
側
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
の
有
効

性
を
今
後
も
研
究
し
て
い
く
。 

 

○Ｒ  
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＜消費税率変更に関するお知らせ ＞ 

平素はローリング器具をご利用いただき、誠にありがとうございます。2014 年 4 月 1 日（火曜）から消費税率が 8%に引き上げられることに伴い、以下のとおり対応いたします 

１．新消費税率の適用 2014 年 4 月 1 日（火曜）以降の器具販売（書籍、部品(含)）より、消費税率 8%を適用します。 

２．器具販売改定価格一覧表を作製し、会員の皆様には送付いたします。 

３．ホームページ等の販売価格の記載を変更します。 

何卒ご理解を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

                                          
 

                              

  

  
 

ローリング施術所ひろた 

廣田 美佐子 先生 

肩関節周辺の鬱血と改善について 

ラウト イジェーネ 

福井 亮大 先生 

足底表層刺激が立位バランスに 

           与える影響 

特別講演者 

荒井 ゆき江 先生 

「聞く力」とコミュニケーション 

 

あびこローリング健康センター 

村松 剛至 先生 

仙腸関節とローリング療法 

～2012 年度 天王寺研究会報告発表～ 

 
仙
腸
関
節
の
、
わ
ず
か
な
ズ
レ
が
「
腰
痛
」「
坐
骨
神
経
痛
」「
股
関
節
痛
」「
膝
痛
」

に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
、
仙
腸
関
節
へ
の
ロ
ー
リ
ン
グ
法
を
研
究
。
浅
層
ロ
ー

リ
ン
グ
法
と
深
層
ロ
ー
リ
ン
グ
法
、
仙
腸
関
節
運
動
法
（
牽
引
）（
片
手
法
と
両
手
・

反
発
法
）
を
紹
介
。
臨
床
の
現
場
で
、
パ
ト
リ
ッ
ク
テ
ス
ト
陽
性
側
の
反
対
側
の

仙
腸
関
節
ロ
ー
リ
ン
グ
法
と
運
動
法
を
施
す
こ
と
に
よ
り
、
前
述
の
症
状
（
急
性

腰
痛
の
み
の
発
表
）
と
パ
ト
リ
ッ
ク
テ
ス
ト
が
容
易
に
改
善
で
き
た
。 

例
：
被
験
者
２０
名
全
員
の
急
性
腰
痛
者
に
対
す
る
症
状
の
変
化
を
認
め
た
。 

（
内
訳
（
２０
名
） 

著
効
１１
名
、
有
効
：
８
名
、
悪
化
：
１
名
） 

仙
腸
関
節
を
ロ
ー
リ
ン
グ
す
る
事
で
、
仙
腸
関
節
へ
の
直
接
刺
激
、
筋
へ
の
血
液

循
環
の
促
進
、
脳
脊
髄
液
循
環
促
進
、
気
血
の
流
れ
促
進
等
に
よ
り
仙
腸
関
節
の

硬
さ
が
改
善
し
、
各
症
状
緩
和
に
つ
な
が
っ
た
と
考
察
。 

  

最も印象に残る研究発表者に 

      選ばれました！ 

学
術
大
会
後
は
、
親
睦
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

（
ド
ー
ゼ
研
究
会
の
企
画
、
運
営
者
の
方
々
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
）
皆
様
の
力
を
借
り
る
こ
と

で
、
第
四
回
学
術
大
会
も
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
講
演
内
容
も
毎
回
レ
ベ
ル
が
向
上
し
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
次
の
開
催
は
四
、
五
年
後

で
し
ょ
う
か
？
こ
の
学
術
大
会
が
皆
様
に
と
っ
て
、

良
い
刺
激
と
な
り
、
ま
す
ま
す
の
ロ
ー
リ
ン
グ
療
法

の
発
展
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
願
い
た
し
ま
す
。 

蓑
原
ロ
ー
リ
ン
グ
療
法
協
会 

会
長 

蓑
原
弘
豊 

 

今
回
の
発
表
を
迎
え
る
ま
で
に
、
大
勢
の
人
に
助
け
て
頂
き
ま
し
た
。 

忙
し
い
の
に

文
句
も
言
わ
ず
数
年
前
の
カ
ル
テ
を
一
か
ら
見
直
し
て
く
れ
、
約
10
回
の
メ
ー
ル
の
や
り

と
り
、
電
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
弘
豊
先
生
。 

天
王
寺
の
代
表
と
し
て
「
発
表
さ
せ

て
く
だ
さ
い
！
」
と
言
っ
た
若
造
に
対
し
て
、
頑
張
れ
よ
！
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
、

野
島
先
生
。 

そ
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
た
協
会
の
方
々
。 

文
句
も
言
わ
ず
、

被
験
者
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
患
者
さ
ん
。 

そ
し
て
、
学
術
大
会
の
運
営
を
ス
ム
ー
ズ

に
や
っ
て
い
た
だ
い
た
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
。
た
く
さ
ん
の
方
達
の
お
か
げ
で
、
こ
の
最
高

の
経
験
が
出
来
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
良
い
経
験
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
後
に
、「
僕
は
ロ
ー
リ
ン
グ
が
大
好
き
で
す
！
！
」 

。 

 

村
松 

剛
至 

人
前
で
話
す
時
は 

◎
何
を
伝
え
た
い
の
か
を
明
確
に
す
る
。
準
備
と
練
習
を
繰

り
返
す
。
→
プ
レ
ゼ
ン
は
ビ
デ
オ
に
撮
っ
て
自
分
を
客
観
視
し
て
み
る
。
緊
張
を

味
方
に
つ
け
る
。
笑
顔
で
話
し
始
め
る
。
あ
が
り
の
対
処
法
は
→
聞
き
手
の
反
応

に
意
識
を
向
け
る
。
大
勢
を
前
に
す
る
時
は
会
場
を
ブ
ロ
ッ
ク
分
け
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
、
そ
の
中
の
ひ
と
り
の
目
を
見
て
伝
え
て
い
く
。
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
聞
く
側
も
、
講
演
者
に
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
し
、
目
で
話
を
聞
く
「
ア

イ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
大
切
。
※
荒
井
先
生
が
理

事
を
務
め
ら
れ
て
い
る
、
日
本
プ
レ
ゼ
ン
・
ス
ピ
ー
チ
能
力
検
定
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 
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Before 

厚
労
省(

2010
調
査)

に
よ
る
と
、
介
護
が
必
要
と
な
る
理
由
の
10
％
を
転
倒
、
転
落
が
占
め
る
。

転
倒
、
転
落
の
結
果
、
高
齢
者
に
多
い
症
状
が
、
股
関
節
頸
部
骨
折
。
高
齢
者
の
頸
部
骨
折

の
予
後
は
回
復
が
遅
く
、
入
院
や
寝
た
き
り
に
よ
る
運
動
障
害
や
、
体
力
低
下
に
よ
る
肺
炎

な
ど
の
二
次
障
害
が
起
こ
す
こ
と
も
多
い
。
足
底
刺
激
が
立
位
バ
ラ
ン
ス
に
好
影
響
な
の
は

知
ら
れ
て
お
り
、
立
位
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
向
上
に
関
す
る
文
献
は
多
い
。
そ
こ
で
、
ロ
ー
リ

ン
グ
に
よ
っ
て
改
善
が
で
き
な
い
か
と
考
え
、
ワ
イ
ド
グ
リ
ッ
プ
を
利
用
し
、
表
層
擽
感
を

取
る
こ
と
を
当
研
究
で
行
っ
た
。
バ
ラ
ン
スW

ii

ボ
ー
ド
に
て
、
立
位
バ
ラ
ン
ス
を
測
定
。

左
片
脚
立
位
、
閉
眼
閉
脚
立
位
（
各
20
秒
）
で
測
定
。
結
果 

施
術
前
後
で
有
意
差
が
認
め

ら
れ
、
立
位
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
が
見
ら
れ
た
。
改
善
の
理
由
と
し
て
①
触
圧
覚
刺
激
に
よ
る

支
持
面
拡
大 

②
足
底
メ
カ
ノ
レ
セ
プ
タ
ー
の
刺
激
に
よ
る
賦
活
化 

③
感
覚
器
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
に
よ
る
反
応
速
度
の
変
化 

症
状
緩
和
に
つ
な
が
り
喜
ば
れ
た
。
ま

た
自
己
体
験
か
ら
、
キ
ッ
ズ
ロ
ー
リ
ン

グ
へ
の
重
要
性
を
訴
え
、
乳
幼
児
か
ら

の
年
代
別
に
分
け
て
症
例
を
発
表
。
ロ

ー
リ
ン
グ
療
法
で
元
気
な
子
供
た
ち
を

応
援
し
て
い
る
。 

肩
関
節
の
鬱
血
を
取
る
方
法
と
し
て
、
2006
年
天
王
寺
研
究
会
可
動
域
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
反
射
区
、
2013
年
頚
、
肩
を
楽
に
す
る
ロ
ー
リ
ン
グ
法
を

活
用
。
各
年
齢
、
性
別
、
職
業
に
分
け
症
例
報
告
を
行
う
。
姿
勢
に
お
け

る
改
善
だ
け
で
な
く
、
喘
息
、
メ
ニ
エ
ル
、
頭
痛
な
ど
の
、 

After 

ロ
ー
リ
ン
グ
療
法
は
、
さ
わ
れ
な
い
患
部
（
今
回
は
歯
周
部
）
に
も
良
い
結
果
を
出

す
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
何
か
異
常(

今
回
は
歯
周
病)

に
な
っ
た
場
合
で
も
最
小

限
の
異
常
で
済
み
、
健
康
の
底
上
げ
が
確
実
に
で
き
る
。
歯
科
医
の
気
づ
き
→
（
ロ

ー
リ
ン
グ
療
法
を
受
け
て
い
る
患
者
さ
ん
と
受
け
て
い
な
い
患
者
さ
ん
と
の
比

較
）・
ロ
ー
リ
ン
グ
の
患
者
さ
ん
は
、
歯
科
治
療
に
対
す
る
反
応
が
良
い
（
治
り
が

早
い
）、
本
当
に
悪
い
個
所
の
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
み
に
症
状
が
出
て
い
て
、
周
り
が

一
緒
に
腫
れ
た
り
す
る
な
ど
の
異
常
が
ほ
と
ん
ど
出
な
い
。 

（
恩
師
の
言
葉
）
悩
み
は
患
者
を
治
療
す
る
時
に
は
邪
魔
に
な
る
か
ら
、
治
療
し
て

い
る
最
中
は
、
悩
み
な
が
ら
か
け
る
く
ら
い
な
ら
何
も
考
え
る
な
。
そ
の
分 

ロ
ー

リ
ン
グ
の
力
を
信
じ
ろ
。
血
液
が
流
れ
れ
ば
良
く
な
る
。
自
分
が
ど
う
こ
う
し
よ

う
と
思
う
な
。
基
本
に
忠
実
に
素
直
に
ロ
ー
リ
ン
グ
を
す
れ
ば
い
い
。 

ゆる美楽 

山本 友子 先生 

ローリング療法と口腔の状態について 


